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1 は じ め に

イネWCS(以 下イネWCSと いう)の乳牛への給与

については,短期間での飼養効果は確認されているが,

長期給与については検討されていないため,酪農現場で

の活用を躊躇させている側面がある。

そこで,イ ネWCSの積極的な活用を図るため,牧草

サイレージの代替として乾物割合で 20%程度混合した

TMRを 泌乳牛に対して 21か 月間給与し,その効果を検

討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)供試牛

ホルスタイン種搾乳牛 20頭 (試験区,対照区各 10頭 )

12)供試飼料

牧草サーレージをイネWCSで代替し,泌乳量20kgに

対応する養分含量に設定したTMRに調製した。

TMRの混合内容 (乾物中%)

試験区  対照区

イネWCS
牧草サイレージ

コーンサイレージ1)

配合飼料

ビートノリレプ

※コーンサイレージがない時期は牧草サイレージ

で代替した。

(3)飼料給与方法

TMRは不断給与とし,泌乳量20kg以上の個体には超

過乳量の1/3量 の配合飼料を自動給餌機で給与した。

14)調査項目

養分摂取量,泌乳成績,血液生化学性状,第 1胃液性

状,繁殖状況

15)調査期間

平成 15年 1月 から平成 16年 9月 までの 21か月間(予

備試験期間も含む)

3 試験結果及び考察

供試したイネWCSの 乾物中の養分含量は,CPが
55%,TDNが 528%、 発酵品質については調査時期に

よる変動が見られた (表 1)。 ロールベールラップした

イネWCSに は,品質が劣化しているものもあり,保管

中に発酵品質が低下したものと考えられた。

第一胃中の vFA濃度,割合及びpHは適正値であり,

区間に有意差は認められなかった。また,試験期間平均

乾物摂取量は試験区 21 9kg,対照区 21 lkgで 有意な差

は確認できなかった (表 2)。

血液生化学性状は,各調査項目ともに試験区・対照区

のいずれにおいても正常値の範囲内であった。なお ,

T・choは対照区が,■PrOは試験区が有意に高かったが

(表 3),■Proについては,試験開始直後も同様な傾

向にあったことから個体差によるものと考えられた。

全期間平均の乳量は試験区が 28 9kg/日 ,対照区が

29 1kg/日 で有意な差は認められなかった。乳成分は,

乳脂肪率が試験区で 43%,対照区で 4.1%と なり,試験

区がやや高かったが,有意差は認められなかつた。また,

無脂固形分率は試験区で 86%,対照区で 87%で区間差

は認められなかったが,試験区の泌乳後期で高まる傾向

が見られた。乳蛋自質率については区間差は認められな

かった (表 4)。

初回授精日数は試験区が 770日 ,対照区が 798日 ,

空胎日数は 893日 と 879日 で大差はなかつた。また,

初回発情日数,授精回数、初回授精受胎率についても区

間差は認められなかった (表 5)。

4 まとめ

イネWCSを 乳牛に対して長期給与をした結果,第一

胃内容液や血液生化学性状に影響は見られなかつた。ま

た,乾物摂取量や泌乳量・乳脂肪率及び繁殖成績にも影

材料
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28       28
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響はなく,牧草サイレージを混合した場合と比べて大差

のない成績を得ることができた。以上のことから,イ ネ

WCSは 泌乳全期間を通した長期給与の可能なことが明

表 1 供試イネWCSの 発酵品質および飼料成分

らかとなり,こ の利用拡大による飼料自給率の向上が期

待できると考えられる。

月   収穫方法 水分(%)PH VBNttN V SCORE 評価  cP ADF NDF DN
平成 15年

平成 15年

平成 15年

平成 15年

408  428

469  825

446  1176

584  312

51   339

57  357

56   342

49   301

534  517

560  517

556  503

520  524

4月  専用機  645
6月  牧草用  622
9月  牧草用  670
H月  牧草用  433

98

58

61

93

良
私
可
良

平成 16年

平成 16年

平成 16年

平成 16年

392  615

391   449

400  339

441 1890

53   331

69  236

55  284

52  287

525  508

371  523

489   570

506   558

6月  牧草用  521
7月  牧草用  491
8月  牧草用  392
9月  牧草用  499

良
良
良
猥

８９

９３

％

３８

平    均 534   440  754 55  310  508  528

※1 飼料成分は乾物中%
※2 TDNは 、酵素分析法

“

DN=‐545+089X(OCc+oa)■l145X OCW)に より算出

表 2 第一胃性状および飼料摂取量         表 3 血液生化学性状

試験 区 対照区 対照区

酢酸 (mM/dl)

プロピオン酸 (mM71dD

酪酸 (mM/dl)

総 VFA濃度 (mM/dl)

VFAモル比 (%)

酢酸

プロピオン酸

酪酸

697± 35   688± 37

162± 26 166± 20

135± 21 132± 20

olu(mg/dC)  605± 49

■chO(mg/dO)1590± 25 CIA

BUN(mg ld 2)  93■ 21

coT(Iu/0)   517± 132

cc.T(Iu/C)  438■ 64

■PIO(ノdo)   69± 07A

Ca (mノ dC)  111■ o8

1P (■g/do)  53■ 09

Mg(lllg/dO)  22± 02

415 ± 09

099± 03

081■ 02

604± 12

420± 09

101■ 02

0.80■ 02

610 ± 13

610 ± 46

1825± 352B

87± 22

531 ± 124

417 ± 82

65± 05B

108± 07

57± 08

22■ 01AIP比 (職 /プロピオ滅比) 45 ± 25 42 ± 07

pH 685 ± 04   689■ 04 ※ 異符号間で有意差有り (Pく001)

乾物摂取量 (kg/日 )

ON充 足率 (%)

219■ 25 211■ 23

1101 ± 123 1098 ± 131

表 4 泌乳成績

泌乳前期 泌乳中期 泌乳後期 期間平均

試験区  対照区  試験区 対照区 試験区  対照区  試験区  対照区

体重   (kg)

乳量   (kg/日 )

4%FCM量 (kg/日 )

乳脂肪率  (%)

乳蛋自質率 (%)

5870     5708 5900    5921    6003     6169    6158 a   5938 b

353

349

40

31

350

329

37

30

289

301

43

33

291

290

41

32

87

305     292     242      247

316     297     266      261

42       40       44       45

32       32        34        34

無脂固形分率 (%) 86   85   87   87  86a  89b  86
※ 1 試験区各8頭の 一乳期の成績 (試験開始時の各10頭のうち全乳期の成績を取れたもの)

※ 2 異符号間で有意差有 り (P〈005)

表 5 繁殖状況

区 名  初回発情日数 佃)初 回授精日数 回  空胎日数 佃) 授精回数 回 初回授精受胎率 傷)

試験区   560± 253

対照区   688± 36.1

770 ± 279

798± 287

893± 358

879± 280

133

142

500

625
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